
 

免疫チェックポイント阻害剤は重大な副作用を引き起こす可能性のある薬剤です。副作用の早期発

見・早期治療に結びつけることで重症化を防ぐことができる可能性があります。 

下記の事項に該当する症状のうち、赤色の症状が 2-3日持続する場合は速やかに病院へ連絡するよ

う患者様へお伝えください。 

※下記の事項以外の症状も出現する可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腸炎、重度の下痢の症状 

下痢（軟便）あるいは排便回数が増えた 

便に血が混じる・便が黒い・便に粘り気がある 

腹痛あるいはお腹を押した時に痛みが出る 

甲状腺機能障害の症状 

体が疲れやすい 

寒気がする 

食事量に関係なく体重が増える・減る 

物忘れが増えた 

汗が出るようになる 

手が震える 

間質性肺炎の症状 

息切れ・息苦しい 

発熱（37.5℃以上） 

咳 

重症筋無力症、筋炎、横紋筋融解症の症状 

筋肉痛 

足・腕に力が入らない 

まぶたが重い 

のみ込みしにくい 

尿の色が赤茶色になる 

ものが二重に見える 

声を正しく出すことが出来ない 

1型糖尿病の症状 

のどがかわく 

水分を多く飲む 

尿量が増える 

神経障害の症状 

手足やまぶた等の動かしづらさ 

手足の感覚のにぶさ 

手足のしびれ・痛み 

肝機能障害の症状 

皮膚や白目が黄色くなる 

肌がかゆくなる 

腎障害の症状 

むくみ 

血尿が出る 

尿量がすくない、尿が出ない 

心筋炎、心筋障害の症状 

胸がドキドキする、痛む 

脈が不規則になっている 

重度の皮膚障害の症状 

まぶたや眼が充血 

ひどい口内炎 

全身に赤い斑点や水ぶくれが出る 

静脈血栓塞栓症の症状 

腫れる・痛む 

皮膚や唇、手足の爪が青紫～暗褐色になる 

副腎不全の症状 

食欲がおちた 

吐き気・吐いたことがある 

発熱が続いている 

血圧が低くなる 
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